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健康づくりのための情

報提供や施設

病院など地域医療体制

保育所や幼稚園

の施設・運営

子育てしやすい環境

高齢者が生活しやすい

環境

介護保険サービス

などの高齢者福祉

障がい児（者）が生活し

やすい環境

学校教育（小中学校）

や地域の教育環境

生涯学習のプログラム

や施設

スポーツ活動やスポーツ施設

図書館などの

文化施設

文化財や古い街並み

の保全

身近な生き物などの

自然環境の保全

消防・救急体制

防犯対策や自主防犯活動

交通安全の運動

や啓発活動

避難所・避難路整備

などの防災対策

公園・緑地
計画的な新市街地の

整備

既成市街地の再整備

生活道路等の整備

幹線道路などの整備

交通安全施設（ｶｰﾌﾞﾐ

ﾗｰ・ｶﾞｰﾄ゙ ﾚｰﾙなど）

公共交通機関

（鉄道・バス）

3.37

3.67

3.97

4.27

4.57

2.44 2.74 3.04 3.34 3.64

3.2. 蟹江町住民意識調査 

平成 30 年 11 月に都市計画マスタープラン、緑の基本計画の策定に向けて実施した住民意向調査で、本町

の暮らしについて満足度と重要度を調査した。 

アンケートの結果、本町の暮らしの内、交通施策に関連するものは、「避難所・避難路整備などの防災対策」

「交通安全施設（ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ・ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙなど）」「生活道路等の整備」「幹線道路などの整備」「公共交通機関（鉄

道・バス）」の項目について満足度が低いが、重要度が高くなっている。一方、「交通安全の運動や啓発活動」

は満足度も、重要度も高くなっている。 

満足度が低く、重要度が高い項目は福祉・介護関連、交通基盤（防災・安全）の整備に関する項目が多くな

っており、高齢者や交通弱者が暮らしやすい環境が必要とされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 問題点・課題の整理 

4.1. 本町の現状のまとめ 

項目 現状のまとめ 
該当 

ページ 

都
市
の
状
況 

道路網 

 東西の軸は東名阪自動車道と国道 1号、主要地方道の名古屋蟹

江弥富線、弥富名古屋線、名古屋十四山線 

 南北の軸は主要地方道の一宮蟹江線、蟹江飛島線（西尾張中央

道） 

 平成 30 年度時点の都市計画道路全体の改良率は 60％で、未整

備路線（改良率 0％）が 4路線 

P2 

市街地整備状況 

 JR 蟹江駅の北側、蟹江川と日光川の間、富吉駅の西側の一部で、

土地区画整理事業による面的整備が実施されている。 

 近年では、JR 蟹江駅の北側では、平成 26 年度に事業が完了し

ており、1,000 以上人口が増加 

P2 

車道幅員 

歩道代表幅員 

 道路幅員は概ね 4～12ｍ未満で整備されているが、蟹江川沿い

の旧市街地では、幅員が 4ｍ未満の道路が多い 

 本町の歩道代表幅員は概ね 1ｍ未満（歩車混在道路） 

P3 

道
路
交
通
の
状
況 

自動車交通量 

混雑度 

 東名阪自動車道は、24 時間交通量が約 67,000 台を超えている。 

 一宮蟹江線、蟹江飛島線（西尾張中央道）の交通量が多く、蟹

江 IC～国道 1 号交差部（芝切交差点）で約 40,000 台、その前

後区間も約 28,000～29,000 台 

 その他、東西の路線でも、約 11,000～20,000 台程度である。 

 国道 1号の一部区間で、混雑度が 1.75 を超え慢性的に混雑 

 一宮蟹江線（西尾張中央道）や弥富名古屋線の一部区間、名古

屋十四山線、津島七宝名古屋線でも、混雑度が 1.25～1.75 未満

となっており、ピーク時以外にも混雑 

P4 

交差点・踏切 

 交差点 5箇所、踏切 4箇所の計 9箇所で、愛知県道路交通渋滞

対策推進協議会により主要渋滞箇所に選定 

 蟹江第 1号踏切（近鉄）、佐古木第 4号踏切（近鉄）、東郊線踏

切（JR）は踏切自動車交通遮断量の過多等の理由から、国土交

通省により緊急に対策の必要な踏切として公表 

 東郊線踏切（JR）は踏切道改良促進法に基づき、改良すべき踏

切道に指定 

P5 

自動車保有台数 

運転免許人口 

 自動車保有台数、世帯数ともに増加傾向にあるが、世帯当たり

の自動車保有台数は減少傾向 

 運転免許人口の内、高齢者の運転免許人口が増加 

P5 

公
共
交
通
の
状
況 

鉄道の利用状況 

 近鉄蟹江駅の乗降客数が最も多く、次いで、JR蟹江駅、近鉄

富吉駅 

 富吉駅の乗降客数が減少傾向、近鉄蟹江駅の乗降客数が横ば

いの一方で、JR蟹江駅の乗降客数は増加傾向 

 各駅の運行本数をみると、近鉄蟹江駅の運行本数が最も多く、

次いで近鉄富吉駅、JR 蟹江駅 

 鉄道までの交通手段は、主に徒歩、自転車、自動車 

P6 

 
  

高い 

低い 

重
要
度 

低い 高い 満足度 

図 本町の暮らしに関する重要度と満足度 


